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河川基金へのご寄付は
全国の川をより良くする活動へと
つながっています。

上西郷川における環境学習の様子

河川基金　FILE

11

河川基金は、川づく
り団体「上西郷川日

本一の郷川

をめざす会」を応援
しています。

22 世紀へむけた郷川づくり	

上西郷川日本一の郷川をめざす会（福岡県福津市）

「上西郷川日本一の郷川をめざす会」は上西郷川を舞台に、子ども達が中心の「川遊び体験」「防災・環境学習教室」「清
掃美化活動」その他イベントを開催しています。

学校との連携は勿論のこと、様々な活動を通して多世代が交流できる環境づくりに力を入れています。その活動は子
ども達を健全に育成する環境づくり、ネットワークづくりなど、重要な役割を担っています。

生物多様性アクション大賞審査員賞の受賞や NHK ワールドの TV 番組「デザイントークプラス」の放送を通じて上西
郷川地域の魅力を多くの方へ発信しています。
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14	 	ひたかみ水の里
	 NPO 法人ひたかみ水の里　代表理事　新井	偉夫さん、理事　新井	高広さん　

20	 	トンボの生態から薬剤耐性菌を探る、	
ジュニア研究者の奮戦

	 市立札幌旭丘高等学校　生物部（２年）葉山	結月さん ､ 生物部顧問　大宮	祐男さん

23	 御礼 	 ご寄付の御礼

24	 紹介 	 	河川財団は「紺綬褒章」の公益財団認定を	
受けています

I N FO

表紙写真　大崎市立古川第一小学校提供
「ドローンからの眺め」
場所：江合川　大崎市古川辺り上空

04	 2021 年度河川基金助成の募集を開始

09	 	2021	年度（令和３年度）河川美化・緑化事業の募集を	
開始しました

TOP I CS

17	 	自然体験が保育理念の基本。	
そこに子ども達の笑顔が！

	 NPO 法人つくばハーモニー　ラ・フェリーチェ保育園　園　長　髙橋	晃雄さん
	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	　副園長　齋藤	隆さん

　河川基金だよりでは、様々な川づくり活動に取り組む皆さまにとって、その活動の参考となるよ
うな Good Practice についての情報発信と共有を目指していきます。
　今回は、河川基金を活用して全国各地で活動されている方々のなかで、下記の方々からその活動
の様子やメッセージをお聴きしました。 

I N D E X

G	o	o	d	P	r	a	c	t	i	c	e

I N T ERV I EW

10	 ドローンを活用した教材開発に挑む
	 WEBページを活用した新しい教材作成
	
	 古川第一小学校　校長　前田	正さん、教務主任　熊谷	俊祐さん、教諭　遠藤	拓海さん
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TOP I CS

2021 年度

河川基金助成の募集を開始

■	募集期間

2020 年（令和２年）10月 1日～ 11月 16日
■	申請方法
インターネットによるオンラインで申請してください。
※詳細につきましては河川財団ホームページにてお知らせいたします。
www.kasen.or.jp

3
部門

（河川基金）

河川基金助成の 3つの部門

【写真提供】　筑後川まるごと博物館

【写真提供】　ろりぽっぷ学園ろりぽっぷ幼稚園

1 研究者・研究機関部門
防災・減災や河川・流域の視点から、治水・利水・
環境に関する新たな科学的知見を得る取組みや
新技術の開発に向けた調査・研究を行う、大学
の研究者や研究機関等に助成を行っています。

2020 年度：95 件（約 8590 万円）

2 川づくり団体部門
河川や流域への理解を深めることにより、川
や流域をより健全な姿に変える、あるいは戻
すための活動などを行う市民団体等（川づく
り団体）に助成を行っています。

2020 年度：84 件（約 8190 万円）

3 学校部門
学校教育の現場において、河川・流域を通じ
て防災や環境等を学習する河川教育に取組む
小・中・高等学校等に助成を行っています。

2020 年度：72 件（約 1800 万円）

河川基金 検索

【写真提供】　九州大学大学院　教授　矢野真一郎様

河川基金だより43号.indd   4 2020/10/20   11:19:23



55

助成部門 助成対象者 助成区分 期間 助成金額

研
究
者
・
研
究
機
関
部
門

学会等団体

一般的助成 1～ 2年 200 万円（上限）

緊急災害調査 1年 300 万円（年度総額）

学術図書出版助成 1年 100 万円（上限）

アウトリーチ活動 A 1年 200 万円（上限）

一般研究者

一般的助成（60歳未満の研究者） 1～ 2年 100 万円（定額）

学術図書出版助成 1年 100 万円（上限）

アウトリーチ活動B 1年 100 万円（定額）

アウトリーチ活動 C 1年 50 万円（定額）

若手研究者 一般的助成（35歳以下の研究者） 1～ 2年 60 万円（定額）

ジュニア研究者
（クラブ活動に
対する助成）

高等学校のクラブ活動 1年 30 万円（定額）

中学校のクラブ活動 1年 20 万円（定額）

川
づ
く
り
団
体
部
門

流域川づくり団体

活動A 1年 100 万円（定額）

活動B 1年 60 万円（定額）

活動 C 1年 30 万円（定額）

全国川づくり団体
活動A 1年 500 万円（上限）

活動B 1年 100 万円（上限）

新設川づくり団体 新設川づくり団体自立支援助成 1～ 5年 毎年 50万円（定額）

学
校
部
門

幼稚園、保育所、
認定こども園等 幼稚園、保育所、認定こども園等 1年 10 万円（定額）

小、中、高等学校、
特別支援学校等

河川教育とりくみ支援 1年 10 万円（定額）

単学年
（単学年での取り組みが対象） 1年 20 万円（定額）

複数学年
（複数学年での取り組みが対象） 1年 40 万円（定額）

幼稚園、保育所等
小、中、高等学校等

河川教育に関する実践的研究
（カリキュラム、教材等の開発が対象） 1年 50 万円（定額）

2021 年度　河川基金　助成一覧

※中学校・高等学校におけるクラブ活動は、「研究者・研究機関部門」のジュニア研究者（クラブ活動）へご応募いただけます。
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TOP I CS

2021 年度（令和３年度）
河川基金助成募集要項の主な変更点

次
年
度
募
集
要
項
の
各
部
門
に
お
け
る
主

な
変
更
点
は
次
の
通
り
で
す
。
こ
れ
を
踏
ま

え
、
申
請
様
式
も
変
更
し
て
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
研
究
者
・
研
究
機
関
部
門

・
審
査
項
目
及
び
審
査
基
準
の
見
直
し

研
究
成
果
の
価
値
を
的
確
に
審
査
で
き
る

よ
う
、「
研
究
の
優
位
性
」
を
項
目
に
加
え
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
継
続
研
究
と
し

て
申
請
さ
れ
る
方
も
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
の

場
合
に
は
前
年
度
の
研
究
内
容
と
の
関
係
と

発
展
性
を
確
認
す
る
こ
と
を
明
記
す
る
な
ど

審
査
項
目
及
び
審
査
基
準
を
再
整
理
し
、
併

せ
て
応
募
様
式
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
研
究
者
（
ク
ラ
ブ
活
動
）

に
つ
い
て
も
、
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
行
わ

れ
る
研
究
で
あ
る
こ
と
を
配
慮
し
、
簡
略
化

の
方
向
で
審
査
項
目
及
び
審
査
基
準
を
整
理

し
な
お
し
ま
し
た
。

・
学
会
等
へ
の
参
加
経
費
対
象
の
拡
大

こ
れ
ま
で
は
、
河
川
基
金
に
よ
る
研
究
成
果

（
過
年
度
研
究
成
果
も
含
む
）
を
論
文
発
表
す

る
場
合
に
、
学
会
等
へ
の
参
加
費
、
学
会
等

へ
の
参
加
に
係
る
宿
泊
費
、
交
通
費
を
認
め

て
い
ま
し
た
が
、
河
川
基
金
に
よ
る
研
究
成

果
を
と
り
ま
と
め
て
い
く
上
で
、
学
会
等
に

参
加
し
、
意
見
交
換
、
情
報
交
換
等
を
行
う

こ
と
が
必
要
な
場
合
に
は
、
助
成
の
対
象
と

し
て
認
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
川
づ
く
り
団
体
部
門

・
審
査
項
目
及
び
審
査
基
準
の
見
直
し

活
動
の
内
容
に
係
る
こ
と
、
関
係
者
と
の

連
携
に
係
る
こ
と
、
団
体
の
活
動
を
自
律
的
、

継
続
的
に
展
開
す
る
た
め
の
展
望
に
係
る
こ

と
に
再
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
重
点
的
に

支
援
を
行
う
活
動
、
慎
重
に
審
査
を
行
う
活

動
に
つ
い
て
よ
り
的
確
に
審
査
が
行
え
る
よ

う
審
査
項
目
及
び
審
査
基
準
の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

川
づ
く
り
団
体
部
門
で
は
、
①
次
世
代
を
担

う
人
づ
く
り
の
活
動
、
②
新
し
い
ニ
ー
ズ
や

ニ
ー
ズ
の
変
化
に
即
し
た
新
規
事
業
、
③
若
手

に
よ
る
取
り
組
み
や
自
律
的
展
開
へ
の
展
望

を
持
っ
た
活
動
を
重
点
的
、
優
先
的
に
支
援

し
て
い
き
ま
す
。
一
方
、
前
年
度
に
採
択
さ
れ
、

継
続
し
て
申
請
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
ａ
）

過
年
度
の
目
標
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
、
ｂ
）

過
年
度
の
反
省
や
教
訓
を
踏
ま
え
、
目
指
す

成
果
や
内
容
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
慎
重
に
審
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
（
な
お
、
上
記
の
項
目
を
満
た
し
て
も
、

連
続
５
年
以
上
助
成
さ
れ
た
も
の
は
採
択
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）
の
で
、
活
動

を
計
画
さ
れ
る
際
に
考
慮
し
て
頂
け
れ
ば
と

考
え
ま
す
。

・
活
動
区
分
の
適
切
な
選
択
（
注
意
）

活
動
予
算
の
規
模
と
コ
ー
ス
選
択
が
食
い

違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
（
例
え
ば
、
申

請
額
が
「
活
動
Ｂ
」
コ
ー
ス
の
予
算
規
模
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
活
動
Ａ
」
コ
ー
ス

に
申
請
し
て
い
る
）
と
思
わ
れ
る
事
例
が
例

年
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
申
請
す
る
活
動
内
容

の
予
算
規
模
に
応
じ
た
適
切
な
コ
ー
ス
を
選

択
す
る
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
学
校
部
門

〈	

幼
稚
園
・
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
〉

・
水
遊
び
プ
ー
ル
等
を
対
象
と
明
記

河
川
や
水
辺
を
体
験
の
場
と
す
る
学
習
活

動
だ
け
で
な
く
、
園
内
等
で
の
水
遊
び
に
よ
る

水
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
た
学
習
活
動
も
助

成
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
よ
り
明
確
に
す
べ

く
、
園
内
で
の
水
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
の
た
め

に
必
要
な
水
遊
び
プ
ー
ル
な
ど
遊
具
・
玩
具
等

も
助
成
の
対
象
と
な
る
旨
を
明
記
し
ま
し
た
。

〈	

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・
特
別
支
援

学
校
等
〉

・
助
成
区
分
の
名
称
変
更

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」
か
ら
「
ア
ド
バ
ン
ス
」

へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
る
の
で
は
な
く
、
よ

り
多
く
の
学
校
で
「
河
川
教
育
」
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
、
河
川
基
金
助
成
を
ご
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
、
フ
ラ
ッ
ト

な
表
現
の
「
単
学
年
」、「
複
数
学
年
」
へ
と

変
更
い
た
し
ま
し
た
。

・
と
り
く
み
支
援
に
つ
い
て
は
連
続
２
回
ま
で

「
河
川
教
育
と
り
く
み
支
援
」
助
成
は
、「
河

川
教
育
」
を
準
備
い
た
だ
く
助
成
区
分
の
た

め
、で
き
る
だ
け
す
み
や
か
に
「
単
学
年
」、「
複

数
学
年
」
へ
の
活
動
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し

て
い
た
だ
き
た
く
、
継
続
申
請
に
つ
い
て
は
、

連
続
２
回
ま
で
と
し
ま
し
た
。

TOP I CS
2021 年度（令和３年度）河川基金助成募集要項の主な変更点
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〈
河
川
教
育
に
関
す
る
実
践
的
研
究
〉

・
助
成
対
象
を
幼
稚
園
等
に
も
拡
大

「
幼
稚
園
・
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

等
」
の
教
員
の
方
に
も
、
河
川
教
育
の

研
究
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
対
象

を
拡
充
い
た
し
ま
し
た
。「
幼
稚
園
・
保

育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
」
に
所
属
す
る

研
究
者
の
方
も
「
河
川
教
育
に
関
す
る

実
践
的
研
究
」
へ
申
請
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

・
研
究
例
示
の
追
加

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
教
材
開
発
に
お
い
て
も
ド
ロ
ー
ン

や
Ｖ
Ｒ
（Virtual Reality

（
仮
想
現
実
））、

Ａ
Ｒ
（Augm

ented Reality

（
拡
張
現

実
））
の
活
用
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
実
践
的
研
究
の
例
示
に
加
え
ま
し
た
。

■
そ
の
他

・	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

の
特
別
措
置
に
関
わ
る
取
り
扱
い
に

つ
い
て

研
究
者
・
研
究
機
関
部
門
及
び
川
づ
く

り
団
体
部
門
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
０
２
０

年
度
（
令
和
２
年
度
）
に
助
成
を
受
け

て
い
る
方
の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
か
ら

活
動
期
間
を
次
年
度
ま
で
一
年
延
長
す
る

特
例
措
置
を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
１
年
度
（
令
和
３
年
度
）
の
申
請

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

TOP I CS
2021 年度（令和３年度）河川基金助成募集要項の主な変更点

< 参考 > 2020 年度（令和２年度）助成区分別申請件数と採択件数の状況
助成対象者 助成区分 申請件数 採択件数

研究者・研究機関部門 研究機関 一般的助成 7 4

学術図書出版助成 0 0

アウトリーチ活動 A 2 2

一般研究者 一般的助成（60 歳未満の研究者） 178 64

学術図書出版助成 0 0

アウトリーチ活動 B 6 2

アウトリーチ活動 C 0 0

若手研究者 一般的助成（35 歳以下の研究者） 31 16

ジュニア研究者（クラブ活動） 高等学校のクラブ活動 6 6

中学校のクラブ活動 1 1

小　　　　　　　計 231 95

川づくり団体部門 流域川づくり団体 活動 A 33 23

活動 B 34 23

活動 C 15 9

全国川づくり団体 活動 A 19 18

活動 B 6 5

新設川づくり団体 新設川づくり団体自立支援助成 8 6

小　　　　　　　計 115 84

学校部門 幼稚園、保育所、認定こども園等　 4 4

小、中、高等学校、特別支援学校等　 河川教育とりくみ支援 14 14

スタートアップ（単学年） 26 25

アドバンス（複数学年） 29 28

河川教育に関する実践的研究　※ 1 1

小　　　　　　　計 74 72

※ 2021（令和３）年度からは幼稚園、保育所、認定こども園等も助成対象者となります。

河川基金だより43号.indd   7 2020/10/20   11:19:25



88

TOP I CS

河川財団賞および河川財団奨励賞の
募集を開始

賞の名称 対象 副賞（研究奨励金）

河川財団賞 特に卓越した功績が認められた助成研究者 50万円

河川財団奨励賞 今後の活躍が期待される、優秀な若手助成研究者 20万円

河川基金では、助成事業による成果が、社会に還元されるべく、研究の成果をもとに、学術論文への
投稿、あるいは、実用化のための技術開発などを通じて、社会に貢献する取り組みを奨励しています。

■	表彰の内容

本表彰では、河川基金による助成事業で実施した調査・研究の成果をもとに、学会等に論文として発表することにより学術的・
社会的に評価された研究実績や、研究成果を実用化させ、大きく社会に貢献・活用されていると認められる技術を開発するな
ど、河川・流域の視点から防災・減災の取組みや水資源の利用の合理化、河川環境の保全等に関して卓越した功績を上げ
た助成研究者を表彰します。

【学術貢献分野】
助成事業の研究成果をもとに、学会に発表した論文等の研究業績により、河川等に関する学術の進歩・発展に顕著な
貢献をなしたと認められる助成研究者を表彰します。
対象者：過去 5年間に対象となる助成事業が終了した助成研究者

【技術開発分野】
助成事業の研究成果をもとに、河川等の現場での実践を通じて、河川管理等の推進に寄与する技術を開発・実用化し、
社会に貢献したと認められる助成研究者・研究機関を表彰します。
対象者：過去 10年間に対象となる助成事業が終了した助成研究者または研究機関

■	表彰の分野

■	募集期間

2020 年（令和２年）10月１日～11月 30日

■	申請方法
河川財団ＨＰから申請書類をダウンロードし、E-mail にて申請してください。
※詳細につきましては河川財団ホームページにてお知らせいたします。
www.kasen.or.jp/kikin/tabid305.html 河川財団賞 検索

河川財団賞
河川財団奨励賞
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＜河川美化・緑化事業とは＞
公益財団法人河川財団と公益社団法人ゴルフ
緑化促進会（略称 GGG）とが連携し、国民
生活をとりまく環境の緑化推進の一環として
行っている取り組みです。ゴルファーの皆様
から頂いた協力金（「緑化協力金」といいます。）
を元に、河川等における美化、健全な緑化、
環境改善・保全・防災等の活動に対し助成を
推進し、河川環境の向上を図り、緑化協力金
の理解促進に寄与しようとするものです。

〇助成コース
活動規模により４つのコースを設定しています。
・「活動 A」コース	 20	万円（定額）
・「活動 B」コース	 10	万円（定額）
・「活動 C」コース	 5	万円（定額）
・「大規模植樹・植栽」コース　　　100	万円（上限）

〇助成の対象となる活動
河川及びその近傍における次のような活動が助成の対象となります。
イ）河川の美化（河川清掃活動、花壇の整備等）
ロ）河川の健全な緑化（植樹・植栽、植生管理等）
ハ）	河川の環境改善・保全・防災等（外来種（植物）駆除、樹木伐採、

除草・草刈、川の多自然化・浄化等）

TOP I CS

2021 年度（令和３年度）
河川美化・緑化事業の募集を
開始しました
地域の皆様の多様な活動にきめ細かく対応できる事業制度となっています。
積極的なご応募をお待ちしております。

■	募集期間
　2020 年（令和２年）10月 1日～11月 30日
■	申請方法
　募集要項は河川財団HPに掲載しています。
　https://www.kasen.or.jp/jyosei/tabid59.html
　申請様式をダウンロードし、必要事項を記入の上、申請受付専用メールアドレスへ送ってください。
　申請受付メールアドレス：ggg-shinsei@kasen.or.jp
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と
検
討
し
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ
い
て

本
来
な
ら
理
科
の
授
業
と
し
て
実
際

に
川
へ
行
き
、
川
原
の
石
や
流
れ
の
速

さ
、
侵
食
の
様
子
を
生
徒
自
身
に
観
察

さ
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
が
、
時
数
の

制
限
や
付
き
添
い
の
教
員
数
の
課
題
が

あ
り
、
実
際
に
観
察
に
連
れ
て
行
く
こ

と
は
大
変
困
難
な
状
況
で
し
た
。
そ
れ

を
補
う
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
教
育
番
組
等

で
川
の
様
子
を
見
せ
る
こ
と
で
観
察
の

代
わ
り
と
し
て
い
る
学
校
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
身
近
な
川
「
江
合
川
」
は
、

上
流
～
下
流
で
非
常
に
変
化
に
富
ん
だ

川
で
あ
り
、
教
材
と
し
て
と
て
も
適
し

て
い
る
川
で
す
が
、
実
際
に
川
に
入
っ

て
動
画
や
写
真
を
収
め
る
こ
と
は
危
険

も
伴
う
為
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
撮

影
を
考
え
、
実
際
に
教
材
開
発
へ
と
動

き
始
め
ま
し
た
。

今
回
、
河
川
基
金
で
初
め
て
ド
ロ
ー

ン
を
購
入
し
、
撮
影
の
前
に
は
操
縦
の

練
習
も
行
い
ま
し
た
。
現
場
で
は
、
河

川
の
状
態
を
観
察
し
や
す
く
す
る
た
め

に
ド
ロ
ー
ン
の
高
度
を
一
定
に
保
つ

な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
撮
影
に
挑

み
ま
し
た
。
実
際
に
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ

て
の
撮
影
に
は
５
日
程
か
か
り
ま
し
た

特　集

ドローンを活用した教材開発に挑む
WEB ページを活用した新しい教材作成

河
川
教
育
の
導
入
に
つ
い
て
教
材
開
発

を
行
っ
た
遠
藤
先
生
へ
伺
い
ま
し
た

以
前
、
中
学
校
で
勤
務
し
て
い
た
折
、

自
然
科
学
部
の
顧
問
を
担
当
し
て
い
た

頃
、
川
に
関
す
る
助
成
は
な
い
も
の
か

と
調
べ
、「
河
川
基
金
」
を
見
つ
け
ま
し

た
。
一
昨
年
、
初
め
て
河
川
基
金
を
申

請
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、「
河

川
教
育
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
今
回
題

材
と
な
っ
て
い
る
一
級
河
川
の
江
合
川

は
、
緒お

絶だ
え

川が
わ

と
同
様
に
本
校
児
童
が
よ

く
知
る
川
と
し
て
身
近
な
も
の
で
す
が
、

児
童
と
話
を
し
て
み
る
と
、
意
外
に
も

名
前
を
知
る
程
度
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
児
童
の
ほ
と
ん
ど
は
、
実
際

に
川
へ
行
っ
た
経
験
も
な
く
、
そ
の
辺

り
に
は
メ
ダ
カ
な
ど
の
絶
滅
危
惧
種
が

生
息
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
子
ど
も
達

も
あ
ま
り
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
身
近
な

江
合
川
に
も
っ
と
興
味
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
！
と
の
思
い
か
ら
川
を
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
教
材
を
作
れ
な
い

か
と
考
え
は
じ
め
ま
し
た
。

以
前
よ
り
河
川
教
育
を
取
り
入
れ
た

学
習
が
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
て
お

り
ま
し
た
が
、
本
校
は
総
合
的
な
学
習

の
時
間
と
し
て
特
に
川
に
つ
い
て
調
べ

る
学
習
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
５
・

６
年
生
の
理
科
の
授
業
に
お
け
る
川
を

題
材
と
し
た
単
元
を
使
い
、
河
川
教
育

を
関
連
さ
せ
て
実
践
で
き
な
い
も
の
か

5 年生　流れる水のはたらきの授業風景
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初
め
は
ド
ロ
ー
ン
の
映
像
だ
け
で
動

画
作
成
を
考
え
ま
し
た
が
、
風
景
だ
け

で
は
距
離
や
高
さ
が
分
か
り
に
く
い
の

で
、
動
画
編
集
ソ
フ
ト
で
テ
キ
ス
ト
解

説
を
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
川
幅
が
ど

れ
く
ら
い
な
の
か
？
ど
こ
か
ら
撮
影
し

高
さ
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
？
な
ど
も

分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

操
縦
画
面
も
動
画
の
右
下
に
入
れ
る

こ
と
で
ド
ロ
ー
ン
と
操
縦
者
の
距
離

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示
さ
せ
ま
し

た
。
県
内
の
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
撮
影

場
所
が
把
握
で
き
る
よ
う
地
図
も
付

け
ま
し
た
。

教
材
を
５
、６
年
生
の
理
科
で
扱
い
易

く
す
る
た
め
に
、「
河
原
の
石
」
で
あ
れ

ば
石
を
収
録
し
た
映
像
を
中
心
に
、「
流

れ
る
水
の
働
き
」
で
あ
れ
ば
浸
食
を
ま

と
め
た
映
像
を
編
集
す
る
な
ど
、
単
元

を
意
識
し
た
編
集
に
し
ま
し
た
。
映
像

を
見
て
話
し
合
う
な
ど
授
業
で
使
い
や

す
く
す
る
た
め
、
一
つ
一
つ
短
時
間
で

ま
と
め
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。

授
業
で
の
効
果
に
つ
い
て
（
熊
谷
先
生
）

河
川
基
金
助
成
事
業
の
申
請
は
当
時

理
科
の
専
任
教
員
で
あ
っ
た
遠
藤
先
生

が
行
い
ま
し
た
が
、
実
施
段
階
と
な
っ

た
年
に
は
学
級
担
任
に
な
っ
た
た
め
、

授
業
で
の
活
用
は
理
科
専
任
教
員
と

な
っ
た
熊
谷
先
生
が
行
い
ま
し
た
。
授

が
、
実
は
非
常
に
苦
労
し
た
の
は
撮
影

の
事
前
準
備
で
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
を
使

用
し
て
の
撮
影
に
つ
い
て
は
、
飛
行
禁

止
の
場
所
が
存
在
す
る
の
で
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。
今
回
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト

は
、
人
口
集
中
地
区
（
Ｄ
Ｉ
Ｄ
）
と
重

な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
地
図
と
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
飛
行
禁
止
エ
リ
ア

を
避
け
る
よ
う
に
行
い
ま
し
た
。
場
所

に
よ
っ
て
は
他
の
電
波
と
干
渉
す
る
た

め
か
、
川
幅
２
４
０
ｍ
の
川
の
真
ん
中

で
ド
ロ
ー
ン
が
操
作
不
能
と
な
る
ア
ク

シ
デ
ン
ト
も
あ
り
、
現
場
で
は
か
な
り

焦
り
ま
し
た
。
幸
い
ド
ロ
ー
ン
が
出
発

地
点
の
位
置
を
記
憶
し
て
お
り
、
自
動

で
戻
り
心
底
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
撮
影
か
ら
教
材
開
発
、
そ

し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
作
成
ま
で
全
て
行

う
の
は
大
変
な
道
の
り
で
し
た
が
、「
で

き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
何
で
も
挑
戦
し
な

さ
い
」
と
い
う
前
田
校
長
先
生
の
励
ま

し
の
お
言
葉
と
、
周
り
の
先
生
方
の
協

力
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
し
た
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

動
画
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
作
成
の
工
夫

今
回
の
教
材
開
発
に
は
様
々
な
工
夫

が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
撮
影
・
編
集

を
担
当
さ
れ
た
遠
藤
先
生
に
詳
し
く
伺

い
ま
し
た
。
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業
で
活
用
し
た
時
の
効
果
な
ど
を
熊
谷

先
生
に
伺
い
ま
し
た
。

児
童
に
と
っ
て
ド
ロ
ー
ン
自
体
が
興

味
深
い
物
で
あ
っ
た
こ
と
も
そ
う
で
す

が
、
何
よ
り
も
そ
の
機
器
で
自
分
達

の
身
近
な
川
が
撮
影
さ
れ
た
と
聞
く

と
、
さ
ら
に
子
ど
も
達
の
興
味
関
心
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
際
に

撮
っ
た
映
像
で
は
、
自
分
た
ち
が
知
っ

て
い
る
川
の
風
景
で
は
な
く
山
深
い
上

流
、
広
い
河
口
の
様
子
を
観
察
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
普
段
な
か
な
か
行

く
こ
と
の
で
き
な
い
場
所
の
映
像
を
見

る
こ
と
は
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
も
有

意
義
な
時
間
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
ド

ロ
ー
ン
の
機
能
と
し
て
飛
距
離
が
分
か

る
表
示
が
あ
り
、
実
際
に
何
メ
ー
ト
ル

の
川
幅
な
の
か
を
理
解
す
る
の
に
役
立

ち
ま
す
。

昨
年
の
授
業
で
は
、
地
域
の
川
の
地

図
と
写
真
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
点
の
川
の
様
子
を
理
解
す
る
教

材
と
し
て
使
用
し
ま
し
た
。
児
童
に
は
、

石
の
大
き
さ
と
水
の
流
れ
の
関
係
な

ど
を
捉
え
る
教
材
と
し
て
効
果
的
で

し
た
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
活
用
と
今
後
の
学
習
に

つ
い
て

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
は
児
童
が
学
習
の
ま

と
め
と
し
て
映
像
を
活
用
す
る
、
教
師

が
解
説
し
な
が
ら
紹
介
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
作
成
し
ま
し
た
。
小
学
校
を
対

象
と
し
た
「
理
科
教
育
の
あ
ゆ
み
」
と

い
う
冊
子
で
広
報
し
、
今
後
は
「
北
部

教
育
研
究
会
（
指
導
力
等
を
高
め
合
う

こ
と
等
を
目
的
に
当
地
域
の
教
員
で
構

成
し
て
い
る
部
会
）」
を
通
じ
て
、
多

く
の
教
員
の
参
考
と
な
る
よ
う
紹
介
や

活
用
を
促
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
様
々
な
ご
意
見
を
頂
き
な

が
ら
、
将
来
的
に
は
中
学
校
の
授
業
で

も
活
用
で
き
る
よ
う
に
改
善
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
来
な
ら
ば
、
直
接
川
へ
行
く
な
ど

の
体
験
学
習
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
河

川
教
育
を
行
う
こ
と
で
、
子
ど
も
達
の

生
活
に
最
も
近
い
「
飲
み
水
」
に
つ
な

が
り
ま
す
。
そ
の
水
は
ど
こ
か
ら
や
っ

て
く
る
の
か
？
ど
う
や
っ
て
巡
っ
て
い

る
の
か
と
い
う
「
水
循
環
」
に
気
付
く

こ
と
は
大
切
な
学
び
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
実
際
、
ド
ロ
ー
ン
画
像
の
映
像
を

見
た
児
童
の
中
に
は
「
あ
そ
こ
の
石
は

つ
る
つ
る
し
て
い
た
ね
」
と
過
去
に
訪

れ
た
沢
登
り
の
経
験
と
リ
ン
ク
さ
せ
て

い
ま
し
た
。

学
校
と
し
て
気
軽
に
川
に
行
く
と
い

う
こ
と
は
立
地
的
に
も
規
模
的
に
も
難

し
い
状
況
で
す
。
川
に
行
く
場
合
は
安

全
面
を
考
え
、
よ
り
多
く
の
教
師
が
引

率
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に

は
教
員
の
数
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

川
に
関
す
る
学
習
は
し
た
く
て
も
で
き

な
い
の
が
現
状
で
す
。

今
回
は
理
科
の
授
業
と
関
連
さ
せ
て

河
川
教
育
を
行
う
た
め
に
教
材
開
発
を

実
践
し
ま
し
た
が
、
本
校
の
年
間
指
導

計
画
に
位
置
付
け
る
こ
と
で
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

ペ
ー
ジ
の
利
用
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

前
田
校
長
先
生
の
想
い

「
間
接
体
験
」
や
「
擬
似
体
験
」
の

機
会
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
た
今
、
ヒ

ト
・
モ
ノ
や
実
社
会
に
実
際
に
触
れ
、

か
か
わ
り
合
う
「
直
接
体
験
」
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
し
て

や
、
遠
藤
教
諭
が
今
回
開
発
し
授
業
実

践
し
た
教
材
に
つ
い
て
は
、
川
幅
や
水

流
、
川
石
の
形
や
感
覚
等
、
児
童
に
直

接
体
験
さ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
五
感
を

通
じ
て
実
感
と
し
て
学
べ
る
も
の
と
捉

え
ま
す
。

し
か
し
、
天
気
等
を
踏
ま
え
指
導
最

適
日
を
設
定
す
る
難
し
さ
、
現
地
へ
行

き
体
験
す
る
指
導
時
数
の
確
保
、
安
全

面
へ
の
配
慮
事
項
、
移
動
経
費
等
と
い
っ

た
様
々
な
制
約
か
ら
、
直
接
体
験
を
主

に
実
践
す
る
こ
と
に
は
難
し
さ
が
あ
り

ま
す
。

最近の取り組み

昨年度に引き続き、５・６年生の理科において、作成したWEB サイトを
活用して授業を行っています。今年度は新たに、４年生社会科の「水はど
こから」という単元で、水源について考える授業の際に、私たちの江合川
の上流はどのようになっているのか、ドローンの映像で確認しました。班
ごとにタブレット端末を与え、自由にWEBサイト内を調べることで、主
体的に川の上流（水源）について調べることができました。
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間
接
体
験
で
は
あ
る
も
の
の
、
よ
り

実
感
を
持
た
せ
て
学
習
を
展
開
し
た
い
。

そ
の
よ
う
な
思
い
を
、
今
回
の
実
践
の

み
な
ら
ず
、
多
く
の
教
員
が
日
常
的
に

抱
い
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
遠
藤
教
諭
の
教
材
は
、
理
科

の
実
践
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
多
く
の

教
員
が
抱
く‶

よ
り
実
感
を
持
た
せ
て

学
習
を
″
と
の
思
い
に
対
し
て
、「
工
夫

の
仕
方
」
を
気
付
か
せ
る
価
値
も
あ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
継
承

学
校
は
人
事
異
動
に
よ
り
年
度
毎
に

教
員
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。
本
校
も
、

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

古
川
第
一
小
学
校
で
は
年
間
指
導
計

画
と
い
う
一
冊
の
フ
ァ
イ
ル
が
あ
り
ま

す
。こ

れ
に
細
か
な
指
導
計
画
が
記
録
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
年
度
が
終
わ
っ
た
頃

に
は
、
改
善
点
な
ど
が
追
加
さ
れ
て
い

き
ま
す
。
こ
の
フ
ァ
イ
ル
を
通
し
て
学

校
で
行
わ
れ
た
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

上
手
く
引
き
継
が
れ
て
い
く
役
割
を
果

た
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回

の
教
材
に
つ
い
て
も
、
授
業
そ
の
も
の

で
再
び
活
用
し
た
り
す
る
等
、
本
校
に

お
い
て
も
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

（写真中央）
前田	正　Tadashi	MAEDA

古川第一小学校　校長
宮城県気仙沼市出身
平成31年度より古川第一小学校へ。

（写真右）
熊谷	俊祐　	Shunsuke	KUMAGAI

古川第一小学校　教務主任
宮城県大郷町出身
古川第一小学校９年目。
令和元年度５・６年理科専科

（写真左）
遠藤	拓海　Takumi	ENDO

古川第一小学校　教諭
宮城県大崎市出身
古川第一小学校４年目。
令和元年度６年生担当教諭。理科主任。

大崎市立古川第一小学校

明治	６年	 ５	月　	極楽寺に大柿小学校設立（現在	開校	
147年）

	 24年	 ７	月　	古川町立古川尋常高等小学校と改称
昭和	34年	 10	月　	米倉小学校を統合し古川第一小学校

と改称
平成	16年	 10	月　	文部科学省指定「学力向上フロンティ

ア事業」公開研究会（２年次）
　　	19年	 ９	月　	文部科学省指定「確かな学力育成の

ための実践研究事業」公開研究会（３
年次）

　　	23年	 ３	月　	東日本大震災により、南北校舎大破・
解体

　　	24年	 １	月　	大崎市教委・大崎教研共催　学習指
導自主公開研究会（１年次）

　　	24年	 11	月　	大崎市教委・大崎教研共催　学習指
導自主公開研究会（２年次）

　　	25年	 ７	月　新校舎完成
　　	26年	 １	月　	宮城県教委指定　学力向上指定校事業　学習指導（国語）公開研究会（１年次）
　　	26年	 11	月　	宮城県教委指定　学力向上指定校事業　学習指導（国語）公開研究会（２年次）
　　	27年	 11	月　	宮城県教委指定　学力向上指定校事業　学習指導（国語）公開研究会（３年次）
　　	28年	 11	月　	大崎市教委・大崎教研共催　道徳：自主公開研究会（１年次）
					 29年	 11	月　	宮城県教委指定	「豊かな心を育む研究指定校事業」道徳：公開研究会（２年次）			
	　　	30年	 11	月　	宮城県教委指定	「豊かな心を育む研究指定校事業」道徳：公開研究会（３年次）
令和	２年	 １	月　	宮城県教委指定	「学力向上指定校事業」算数：公開研究会（１年次）
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は
北
上
流
域
を
指
す
こ
と
に
な
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ひ
た
か
み
水
の
里
」
の
設
立
に
深
く

係
っ
て
い
る
代
表
の
新
井
偉
夫
さ
ん
に

設
立
当
初
の
話
を
伺
い
ま
し
た
。

元
々
東
京
生
ま
れ
の
偉
夫
さ
ん
は
、

当
時
５
歳
の
終
戦
間
際
に
、
母
の
出
身

地
で
あ
る
石
巻
に
疎
開
し
ま
し
た
。
水

辺
環
境
が
多
い
石
巻
で
し
た
が
、
川
の

環
境
は
決
し
て
良
い
と
は
言
え
る
状
態

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
の
川

は
ゴ
ミ
捨
て
場
と
化
し
、
社
会
的
に
も

排
水
路
と
し
て
使
用
し
た
時
代
。
そ
ん

な
汚
れ
た
川
を
見
た
偉
夫
さ
ん
は
、
川

の
環
境
を
き
れ
い
に
し
て
魚
も
住
め
る

環
境
に
変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
！
と

強
く
思
っ
た
そ
う
で
す
。
川
が
綺
麗
に

な
れ
ば
、
魚
や
生
物
も
戻
り
そ
し
て
人
々

も
水
辺
に
集
う
よ
う
に
な
る
。
そ
ん
な

風
に
是
非
変
え
た
い
と
思
っ
た
新
井
さ

ん
は
団
体
を
設
立
し
ま
し
た
。
設
立
当

初
の
活
動
は
清
掃
活
動
が
メ
イ
ン
で
し

た
が
、団
体
の
活
動
に
加
え
、Ｒ
Ａ
Ｃ
（
川

に
学
ぶ
体
験
協
議
会
）、
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
（
自

団
体
の
設
立
に
つ
い
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
た
か
み
水
の
里
（
宮

城
県
）
は
歴
史
が
20
年
と
い
う
長
い
Ｎ

Ｐ
Ｏ
で
す
。
会
員
は
現
在
70
名
ほ
ど
で
、

北
上
運
河
を
メ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
毎
週
土
曜

日
に
は
カ
ヌ
ー
体
験
教
室
の
開
催
（
カ

ヌ
ー
は
約
20
艇
）
し
て
お
り
、
水
質
調

査
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ひ
た
か
み
水
の
里
は
、
２
０
１
７
年

（
公
財
）
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
財
団
主
催
の

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（W

EAR IT!

）
に
お
い
て
、
そ
の
年

の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
装
着
者
が
日
本
で
最
も
多
く
集
ま
っ

た
こ
と
か
ら
表
彰
も
受
け
た
そ
う
で
す
。

団
体
の
名
称
に
あ
る
「
ひ
た
か
み
」

は
北
上
川
の
上
流
に
日
高
見
国
（
ひ
た

か
み
の
く
に
）
と
い
う
の
が
あ
り
、
そ

こ
か
ら
付
け
た
そ
う
で
す
。「
北
上
川
」

と
い
う
名
称
も
「
日
高
見
（
ひ
た
か
み
）」

に
由
来
す
る
説
も
あ
り
、
平
安
時
代
に

ひ
た
か
み
水
の
里

I N T E RV I EW

河
川
基
金
助
成
の
現
場
か
ら

カヌー体験

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
た
か
み
水
の
里　

	

　

	

代
表
理
事　

新
井	

偉
夫
さ
ん　
　

理
事　

新
井	

高
広
さ
ん

ひたかみ水の里

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から
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然
体
験
活
動
推
進
協
議
会
）
の
設
立

に
も
深
く
係
り
活
動
を
し
て
き
た
そ
う

で
す
。

偉
夫
さ
ん
の
息
子
・
高
広
さ
ん
は
、

東
京
で
料
理
の
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
地

元
に
戻
り
ま
し
た
。
小
さ
な
こ
ろ
か

ら
父
の
活
動
を
身
近
で
見
て
お
り
、
よ

く
参
加
も
し
経
験
を
積
ん
で
い
た
の
で
、

地
元
が
ピ
ン
チ
を
迎
え
た
時
、
地
元
に

戻
る
道
を
選
び
ま
し
た
。

水
難
事
故
が
多
い
こ
と
に
つ
い
て

ひ
た
か
み
水
の
里
で
も
カ
ヌ
ー
の
体

験
活
動
な
ど
の
水
辺
で
体
験
を
す
る
際

は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
身
に
着
け

る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
は
説
明

し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
防
止
を
考
え
、
例
年
以
上
に
川
に

出
か
け
る
人
が
多
く
、
水
の
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
川
の
利
用
者
に
向
け

て
、
川
で
遊
ぶ
と
き
に
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
身
に
着
け
る
、
救
助
用
の
ロ
ー

プ
を
準
備
す
る
な
ど
、
予
め
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
し
て
子

ど
も
達
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
重
要

性
を
教
え
る
な
ど
の
普
及
活
動
を
支
援

す
る
仕
組
み
も
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
す
。

川
の
専
門
家
の
資
格
を
取
得
す
る
人
も

増
え
て
き
ま
し
た
が
、
川
は
地
域
ご
と

に
違
っ
て
い
ま
す
の
で
、
各
地
域
で
普

及
で
き
る
仕
組
み
が
で
き
る
と
よ
い
と

て
い
ま
す
が
、
そ
こ
の
運
営
事
業
者
が

ハ
ワ
イ
の
大
学
の
疫
学
専
門
家
の
監
修

を
受
け
て
、
体
験
活
動
用
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）
を
作
成
し

て
お
り
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

体
験
活
動
を
支
援
す
る
学
校
等
に
も
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
旨
を
説
明

し
て
お
り
、
保
護
者
の
み
な
さ
ま
や
お
子

さ
ん
た
ち
に
も
安
心
し
て
参
加
し
て
も

ら
う
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
大

い
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
皆
様
に
は
、
検
温
チ
ェ
ッ

ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
も
実
施
し
て
お

り
安
全
に
活
動
が
出
来
て
い
ま
す
。
野

外
で
は
、
非
接
触
型
の
検
温
機
器
に
つ

い
て
は
、
機
種
に
よ
っ
て
は
日
射
の
状

況
に
よ
り
的
確
に
計
測
で
き
な
い
こ
と

も
あ
る
の
で
、
少
し
高
価
に
は
な
り
ま

す
が
、
確
実
性
が
高
い
検
温
機
器
を
購

入
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ご
参
考

 

ア
ソ
ビ
ュ
ー 

観
光
施
設
向
け
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
に
つ
い
て

 

ア
ソ
ビ
ュ
ー
株
式
会
社　

監
修
：
ハ

ワ
イ
大
学 

疫
学
専
門
家 

岡
田
悠
偉
人

NEW
 NURSING

株
式
会
社

継
続
性
の
確
保
と
行
政
の
支
援
に
つ

い
て活

動
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
は
市
民

考
え
ま
す
。
学
校
教
育
で
も
体
育
の
授

業
な
ど
で
命
を
守
る
た
め
の
基
礎
知
識

を
是
非
教
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
河
川
財
団
も
そ
の
よ
う
な

取
り
組
み
に
今
後
も
支
援
を
続
け
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
渦
の
中
で

例
年
、
小
中
学
校
で
の
川
の
体
験
活

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
今
年
度
は

ま
だ
１
校
の
支
援
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
７
月
の
４
連
休
に
石
巻
に

あ
る
石
ノ
森
萬
画
館
を
運
営
し
て
い
る

街
づ
く
り
ま
ん
ぼ
う
が
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
で
、
カ
ヌ
ー
体
験
の
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。
蓋
を
開
け
て
み
る
と
、
な
ん
と
！

２
日
間
で
１
７
０
名
の
申
込
が
あ
り
多

く
の
お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
地
域
限
定
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
と

地
元
の
ラ
ジ
オ
で
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
だ
け

で
し
た
が
、
お
昼
も
食
べ
ら
れ
な
い
よ

う
な
盛
況
ぶ
り
で
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
と
共
に
過
ご
す
新
し
い
生
活

様
式
で
は
、
普
段
、
制
約
だ
ら
け
の
日
々

に
疲
れ
た
多
く
の
人
々
が
、
自
然
の
中

で
過
ご
す
心
地
よ
さ
を
求
め
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

有
料
の
体
験
活
動
予
約
サ
イ
ト
に
ひ

た
か
み
水
の
里
も
掲
載
し
て
い
た
だ
い

ひたかみ水の里

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

ひたかみ水の里今後の活動の重点

これまで通り、地域の子ども会や学校を中心に川に親しむ活動の支援や、
川にも怖いところもあるが正しく恐れることが安全に活動する事であるこ
とを教えていきたいと思っています。親水空間の整備、ハードというより
ソフト面での支援、特に、自分（高広さん）は料理の経験があるので、カ
フェスペースをつくり、河川の風景を見ながら人々が集える場ができたら
良いと思っています。

水辺で乾杯
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関
係
を
構
築
し
、
先
取
り
し
た
か
た
ち
で

実
現
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

県
の
環
境
対
策
課
で
は
、
川
の
環
境

を
守
る
団
体
に
対
し
て
、
資
金
援
助
で

は
な
く
、
生
き
物
調
査
用
の
網
や
バ
ケ

ツ
、
水
質
調
査
用
の
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
の

器
具
、
本
、
図
鑑
等
物
資
面
で
の
物
資

支
援
を
行
っ
て
く
れ
て
お
り
大
変
助

か
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
宮
城
県
で
は
ス
マ
イ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
認
定

団
体
に
は
法
面
用
の
草
刈
り
機
を
燃
料

込
み
＋
無
償
で
貸
し
て
く
れ
ま
す
。
た

と
え
ば
河
川
美
化
で
ゴ
ミ
収
集
を
行
う

と
、
自
転
車
や
冷
蔵
庫
な
ど
の
粗
大
ご

み
が
出
て
き
た
り
し
ま
す
が
、
宮
城
県

と
石
巻
市
と
が
連
携
し
固
定
の
場
所
へ

置
い
て
お
く
と
引
き
取
っ
て
く
れ
ま
す
。

※
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

宮
城
県
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
道
路
・

河
川
・
海
岸
・
公
園
等
の
県
管
理
施
設

の
清
掃
や
緑
化
作
業
を
行
い
、
良
好
な

環
境
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
個

人
、
団
体
を
「
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
認
定
し
、「
里
親
」
と
な
っ
て
い

た
だ
く
制
度
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

国
と
の
連
携

北
上
川
下
流
河
川
事
務
所
の
方
々
と

ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
で
連
携
を
行
っ
て
い

ま
す
。

か
ら
信
頼
を
得
る
う
え
で
も
大
事
な
こ

と
で
す
。

継
続
し
た
活
動
を
支
え
る
の
は
「
人
」

で
あ
り
、
人
数
を
確
保
す
る
の
も
大
変

で
す
が
、
ひ
た
か
み
水
の
里
で
は
、
人

手
が
必
要
な
時
、
高
校
時
代
の
同
級
生

な
ど
知
り
合
い
や
町
内
会
、
ま
た
、
地

域
の
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
自
然
体

験
ク
ラ
ブ
で
あ
る
め
だ
か
っ
こ
ク
ラ
ブ

の
中
高
生
な
ど
が
手
伝
い
に
来
て
く
れ

ま
す
。
ま
た
、
企
業
と
の
連
携
協
力
も

あ
り
ま
す
。
北
上
川
で
イ
ベ
ン
ト
を
す

る
と
き
に
は
救
助
艇
を
出
し
て
い
た
だ

い
た
り
、
カ
ヌ
ー
で
乗
り
降
り
で
き
る

よ
う
浮
桟
橋
も
用
意
し
て
く
れ
た
り
す

る
サ
ポ
ー
ト
は
心
強
い
限
り
で
す
。

資
金
面
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
県
か

ら
運
河
の
両
岸
８
０
０
ｍ
に
つ
い
て
除

草
を
行
う
業
務
を
随
意
契
約
で
受
託
し

て
い
ま
す
。
そ
の
契
約
は
15
年
く
ら
い

前
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
昔
と
違
っ

て
現
在
で
は
、
行
政
も
地
元
の
団
体
を

積
極
的
に
支
援
す
る
姿
勢
に
変
わ
っ
て

き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
地
域
の
こ
と

を
一
番
知
り
つ
く
し
、
地
域
の
自
然
を

想
う
地
元
の
人
々
を
大
切
に
育
ん
で
い

る
団
体
を
支
援
す
る
こ
と
は
と
て
も
大

切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

各
地
域
の
河
川
に
こ
の
よ
う
な
団
体

が
活
動
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
今
の
日
本
に
は
必

要
で
あ
り
、
石
巻
で
は
「
ひ
た
か
み
水
の

里
」
が
行
政
や
地
域
住
民
と
の
良
好
な

・ 

印
象
的
な
思
い
出
と
し
て
は
、
今
市

が
管
理
し
て
い
る
準
用
河
川
の
中
里

川
は
も
と
も
と
農
業
用
水
路
で
し
た

が
、
23
年
く
ら
い
前
に
暗
渠
に
す
る

と
い
う
計
画
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。

我
々
は
、
子
ど
も
達
が
生
き
物
と
触

れ
合
え
る
親
水
性
の
あ
る
川
に
し
な

け
れ
ば
と
の
思
い
で
運
動
を
行
い
、

８
０
０
ｍ
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
市
で
は
整
備
の
財
源
が
確
保

で
き
ず
困
り
果
て
て
、
国
土
交
通
省

へ
相
談
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
宝
く
じ

基
金
を
紹
介
く
だ
さ
り
整
備
の
費
用

ひたかみ水の里

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

（写真左）新井	偉夫　Hideo	ARAI
NPO法人ひたかみ水の里　代表理事

出身：東京
CONE（自然体験活動推進協議会）初代理事
Rac（川に学ぶ体験活動協議会）初代代表
北上川流域連携交流会	下流代表を務め、NPO法人ひたかみ水の里を設立。

（写真右）新井	高広　Takahiro	ARAI
NPO法人ひたかみ水の里　理事

出身：宮城県石巻市
父（代表理事）に連れられ川のイベントや講習会に小さい頃から参加。
高校卒業後に上京し、飲食関係の学校と仕事をするが東日本大震災発生
を機に石巻に戻りひたかみ水の里に従事する。

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
の
復

旧
事
業
と
し
て
、
新
た
に
堤
防
を
つ
く

る
計
画
が
出
て
き
ま
し
た
。（
今
年
度
完

成
予
定
）
そ
の
際
に
は
、
堤
防
の
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て
意
見
を
聞
か
れ
、
め
だ

か
っ
こ
ク
ラ
ブ
の
子
供
た
ち
の
意
見
な

ど
も
聴
取
さ
れ
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
方
々
か
ら
も
川
づ
く
り

に
つ
い
て
、
地
元
の
意
見
を
吸
い
上
げ

る
た
め
に
、
気
さ
く
に
私
た
ち
と
意
見

交
換
の
機
会
も
あ
り
、
良
い
関
係
を
築

け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ミズベリング視察時
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福
祉
関
係
の
常
任
委
員
の
委
員
長
と
し
て
、

〝
小
貝
川
の
自
然
環
境
を
活
用
し
て
み
ん

な
で
楽
し
く
遊
ぼ
う
〟
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
た
「
小
貝
川
３
次
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
担
当
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
運
営
や
、
水
辺
の
安
全
講
座
や

防
災
も
絡
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
現
在
当
園
副
園
長
を
し
て
頂
い

て
い
る
齋
藤
さ
ん
と
出
会
っ
た
の
は
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
で
す
。
議
会
で
は

保
育
園
も
担
当
し
た
こ
と
か
ら
、
議
員
引

退
後
に
保
育
事
業
に
参
入
す
る
企
業
に
ス

カ
ウ
ト
さ
れ
、
保
育
園
の
運
営
に
参
加
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
の

大
震
災
後
、
企
業
か
ら
現
在
の
保
育
園
の

経
営
を
引
き
取
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

が
、
こ
の
保
育
園
は
近
く
に
里
山
と
遊
水

地
を
活
か
し
た
公
園
が
あ
り
、
小
貝
川
も

そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
こ
と
か
ら
、
自
然
体

験
を
保
育
理
念
の
柱
の
一
つ
と
し
た
保
育

●	

自
然
体
験
を
保
育
理
念
に
す
る
保

育
園
を
作
る

　

私
は
東
京
都
葛
飾
区
の
中
川
の
畔
で
生

ま
れ
育
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
川
は
当
た

り
前
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
毎
日
の
遊
び

場
で
し
た
。
ま
た
祖
父
と
父
、
叔
父
も
釣

り
が
趣
味
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
釣
り
は
生

活
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
小
さ
な
頃
か
ら
の
水
辺
の
楽
し
い
思
い

出
が
根
本
に
あ
り
、
そ
の
後
、
八
丈
島
で

新
聞
記
者
と
し
て
社
会
人
の
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
際
に
雄
大
な
自
然
に
触
れ
る
こ
と

で
改
め
て
、
自
然
体
験
活
動
の
す
ば
ら
し

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

当
保
育
園
の
運
営
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
そ
の
新
聞
記
者
時
代
に
、
地
方

政
治
に
興
味
を
持
ち
、
中
学
時
代
に
引
っ

越
し
た
茨
城
県
藤
代
町
の
町
議
会
議
員
と

な
っ
た
こ
と
で
し
た
。
町
議
会
で
は
教
育
・

自
然
体
験
が
保
育
理
念
の
基
本
。

そ
こ
に
子
ど
も
達
の
笑
顔
が
！

I N T E RV I EW

河
川
基
金
助
成
の
現
場
か
ら

涸沼キャンプ　川遊び

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
く
ば
ハ
ー
モ
ニ
ー　

ラ
・
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
保
育
園	

　

	

園
長	

髙
橋	

晃
雄	

さ
ん　
　

副
園
長	

齋
藤	

隆	

さ
ん

ひたかみ水の里

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から
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園
事
業
が
可
能
だ
と
考
え
、
運
営
母
体
と

な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
齋
藤
さ
ん
と
設
立
し
ま
し

た
。

　
「
四
季
の
小
貝
川
保
育
園
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
２
０
１
６
年
の
「
川
に
学
ぶ
体
験

活
動
協
議
会
（
Ｒ
Ａ
Ｃ
）」
の
「
全
国
一

斉
１
万
人
・
川
の
流
れ
体
験
活
動
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
に
参
加
し
て
、
園
児
と
保
護
者

に
川
流
れ
を
体
験
さ
せ
た
こ
と
が
ス
タ
ー

ト
で
す
。

　

小
貝
川
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
選
ん
だ

の
は
、
議
員
時
代
に
関
わ
っ
て
い
た
「
小

貝
川
３
次
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
で

周
辺
を
よ
く
知
っ
て
お
り
、
ど
こ
に
リ
ス

ク
が
あ
る
か
、
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
具
体

的
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
想
定
す
る

こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

●
水
辺
の
体
験
活
動
の
ハ
ー
ド
ル

　

水
辺
の
体
験
活
動
を
始
め
る
に
あ
た
っ

て
難
し
か
っ
た
の
は
、
保
護
者
の
理
解
と

同
意
で
し
た
。
保
護
者
に
概
要
の
説
明
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
体
験
活
動
の
危
険
性
や

水
質
な
ど
を
懸
念
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
親
が
水
辺
で
の
体
験
活
動
の
経
験
が

少
な
く
、
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
こ
と
が
要

因
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
Ｒ
Ａ

Ｃ
ト
レ
ー
ナ
ー
の
同
行
な
ど
安
全
性
の
確

保
に
つ
い
て
説
明
し
て
も
不
安
を
払
拭
し

き
れ
な
か
っ
た
の
で
、「
そ
れ
な
ら
一
緒
に

参
加
し
て
も
ら
お
う
」
と
考
え
て
、
活
動

を
始
め
て
か
ら
２
年
間
は
親
子
参
加
と
し

ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
２
年
間
の
経
験
と

成
果
か
ら
保
護
者
の
不
安
は
払
拭
で
き
、

３
年
目
か
ら
は
園
児
だ
け
の
体
験
活
動
に

移
行
し
ま
し
た
。
当
園
の
恒
例
行
事
と
し

て
定
着
し
た
水
辺
の
体
験
活
動
は
、
今
で

は
、
保
護
者
の
方
に
概
要
を
伝
え
て
お
け

ば
、
翌
日
の
実
施
で
も
異
論
が
一
切
出
な

い
ほ
ど
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
辺
の
体
験
活
動
の
対
象
年
齢

は
、
初
年
度
は
保
護
者
同
伴
を
条
件
に

３
、４
、５
歳
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
子
ど
も
だ
け
が
水
辺
の
体
験
活

動
に
参
加
で
き
る
よ
う
シ
フ
ト
し
た
こ
と

や
、
発
達
段
階
の
こ
と
を
考
え
た
結
果
、

２
年
目
以
降
は
５
歳
児
の
み
に
限
定
し
ま

し
た
。

●	

河
川
教
育
を
通
し
た
園
児
の
「
気

付
き
と
変
容
」

　
「
四
季
の
小
貝
川
保
育
園
」
の
目
標
に

は
、
①
自
然
の
大
き
さ
、
美
し
さ
、
不
思

議
さ
な
ど
に
気
付
く
、
②
季
節
に
よ
る
四

季
変
化
に
気
付
く
、
③
生
命
の
尊
さ
に
気

付
き
、
い
た
わ
り
、
大
切
に
す
る
、
④
感

じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
自
分
な
り
に

表
現
す
る
、
と
い
う
４
項
目
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
の
変
容
と
い
う
点
で
最
も
大
切

な
の
は
「
気
付
き
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
は
気
付
き
が
得
ら
れ
る
と
、
驚
き

や
、
発
す
る
言
葉
や
表
情
に
変
化
が
表
れ

ま
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
感

動
が
な
か
な
か
長
期
記
憶
に
結
び
つ
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
体
験
活
動
を
行
な
っ
た
日

に
絵
日
記
を
書
か
せ
て
、
長
期
記
憶
に
結

び
付
け
る
よ
う
に
工
夫
し
て
み
ま
し
た
。

そ
う
す
る
と
絵
日
記
を
書
き
な
が
ら
子
ど

も
た
ち
同
士
で
「
気
付
き
」
を
共
有
し

始
め
た
の
で
す
。
一
人
の
子
ど
も
が
「
水

が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
き
れ
い
だ
っ
た
よ
ね
！
」

と
興
奮
し
な
が
ら
言
う
と
、
他
の
子
ど
も

た
ち
が
「
そ
う
だ
よ
ね
！
」
と
共
感
し
、

体
験
時
の
「
気
付
き
」
を
思
い
出
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
、
体
験
活
動
を
長
期
記
憶
化

さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
「
五
感
に
訴
え
る
活

動
」
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す

い
例
と
し
て
覚
え
て
い
る
の
が
、
小
貝
川

の
河
川
林
で
昆
虫
採
集
を
し
た
時
の
こ
と

で
す
。
昆
虫
図
鑑
を
全
部
覚
え
て
い
た
子

ど
も
が
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
子
は
、
実

際
に
虫
を
見
つ
け
て
も
虫
の
名
前
が
言
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
虫
を
触
っ
た
子

ど
も
は
、
そ
の
虫
を
採
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
る
の
で
す
が
、
見
て
い
た
だ
け
の
子

ど
も
は
、
ほ
と
ん
ど
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

せ
ん
。
子
ど
も
は
、
生
物
を
見
て
触
っ
て
、

初
め
て
理
解
で
き
る
よ
う
で
す
。

ラ・フェリーチェ保育園　高橋晃雄さんと齋藤隆さんの取組み

自然体験が保育理念の基本。そこに子ども達の笑顔が！

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

保育園・幼稚園の体験活動導入プログラムのモデルとして園
庭に低予算で設置と管理が簡単なザリガニ池を作りました。
ザリガニは、水辺の生物のなかでも特に生命力が強く、春か
ら秋まで、保育指針にある「自然とのかかわり・生命尊重」
に基づいたプログラムに活用できる教材です。
今年は、1歳児から 5歳児までの様々な設定保育に活用しま
した。今後は、マニュアル化して普及を図りたいと考えてい
ます。

自然体験が保育理念の基本。そこに子ども達の笑顔が！

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

ザリガニ釣り ザリガニの模型づくり
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自然体験が保育理念の基本。そこに子ども達の笑顔が！

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

助
成
金
を
頂
い
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

保
育
園
や
幼
稚
園
で
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
柔
軟
性
は
あ
り
ま
す
が
、
体
験
活
動

を
保
育
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
は
、
な
か

な
か
難
し
い
も
の
で
す
。そ
こ
で
初
年
度
は

「
ど
こ
の
保
育
園
で
も
比
較
的
簡
単
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
、
身
近
な
水
辺
の
生

物
で
あ
る
ザ
リ
ガ
ニ
を
題
材
に
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
低
予
算
で
幅
広
い

年
齢
に
対
応
し
た
も
の
と
し
ま
し
た
。
来

年
度
は
、
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
指
導
者
な
ど
外
部
講

師
と
協
力
し
て
行
う
川
遊
び
や
Ｅ
ボ
ー
ト

を
活
用
し
た
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
体
験
活
動

を
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
体
験

活
動
を
行
う
た
め
に
は
、
楽
し
い
フ
ィ
ー

ル
ド
、
安
全
な
企
画
、
指
導
者
の
確
保
、

交
通
手
段
、
必
要
な
用
具
、
予
算
の
６

条
件
が
必
要
で
す
。
６
条
件
さ
え
そ
ろ
え

ば
川
遊
び
や
Ｅ
ボ
ー
ト
な
ど
敷
居
が
高
く

感
じ
ら
れ
る
体
験
活
動
が
未
経
験
の
保
育

園
や
幼
稚
園
で
も
実
施
可
能
な
の
で
す
。

あ
と
は
、
予
算
と
決
定
権
で
す
か
ら
、
園

長
先
生
な
ど
管
理
者
の
決
断
一
つ
で
す
。

私
は
、
保
育
園
向
け
の
体
験
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
で
、
体
験
活
動
に
取
り
組
む
保
育
園

を
広
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も

達
は
川
や
水
が
大
好
き
で
す
。
ぜ
ひ
全
国

の
子
ど
も
達
に
水
に
絡
む
体
験
活
動
を
さ

せ
て
あ
げ
た
い
、
そ
の
た
め
に
保
育
士
と

管
理
者
が
興
味
を
も
っ
て
、「
で
き
る
」
と

い
う
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と

強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

レ
が
重
要
で
す
。
衛
生
的
な
ト
イ
レ
が
水

辺
に
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
意
識
し
て
い
る
こ
と
と
し
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
複
数
案
を
持
つ
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
長
雨
と
台
風
の

影
響
で
小
貝
川
が
増
水
し
て
利
用
で
き
な

い
日
が
続
き
ま
し
た
の
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド

を
増
水
時
も
流
れ
が
緩
や
か
な
涸
沼
に
変

更
し
ま
し
た
。
涸
沼
は
、
私
が
よ
く
釣
り

に
行
く
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ

に
し
て
も
同
様
に
天
気
や
場
所
の
状
況
で

何
回
も
調
整
し
て
、
子
ど
も
に
と
っ
て
、

最
高
の
日
に
最
適
な
場
所
で
ベ
ス
ト
な
状

態
の
体
験
活
動
を
実
践
で
き
る
よ
う
こ
こ

ろ
が
け
て
い
ま
す
。

●	
体
験
活
動
の
普
及
啓
発
に
向
け
た

研
究
と
今
後
の
展
望

　

幼
児
の
体
験
活
動
で
は
、
五
感
を
刺
激

す
る
体
験
こ
そ
が
生
き
る
力
を
育
ん
で
い

き
ま
す
。
特
に
河
川
空
間
を
活
用
し
た
体

験
活
動
は
、
効
果
が
高
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
保
育
指
針
に
も
あ
る
よ
う
に
、

体
験
活
動
の
必
要
性
は
理
解
し
て
い
て

も
、
体
験
活
動
を
や
ろ
う
と
す
る
保
育
園

や
幼
稚
園
は
全
国
的
に
も
少
な
い
の
が
現

状
で
す
。
こ
の
現
状
を
変
え
る
た
め
に
は
、

一
つ
で
も
多
く
の
園
で
体
験
活
動
を
実
践

す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
だ
と
思

い
、
今
年
か
ら
河
川
財
団
の
研
究
部
門
の

　

ま
た
、
子
ど
も
の
目
の
前
に
林
と
川
が

見
え
た
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
ま
ず
川
へ
と

向
か
い
ま
す
。
水
辺
で
も
水
た
ま
り
で
も
、

子
ど
も
は
自
分
た
ち
で
遊
び
を
考
え
て
、

飽
き
る
こ
と
な
く
遊
び
続
け
ま
す
。
つ
ま

り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
水
辺
は
、
常

に
興
味
の
対
象
な
の
で
す
。
幼
児
教
育
に

お
け
る
水
辺
の
体
験
活
動
は
特
殊
な
も
の

で
は
な
く
、
園
庭
で
の
泥
遊
び
の
延
長
線

上
に
あ
る
活
動
な
の
で
す
。

●	

安
全
管
理
と
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
継
続
に
つ
な
が
る

　

体
験
活
動
を
続
け
る
う
え
で
必
ず
ネ
ッ

ク
に
な
る
の
は
、
保
護
者
の
同
意
形
成
と

体
験
活
動
の
フ
ィ
ー
ル
ド
探
し
で
す
。
保

護
者
の
同
意
形
成
は
、
体
験
活
動
を
始
め

る
に
あ
た
っ
て
、
安
全
確
保
に
つ
い
て
説

明
を
行
う
と
と
も
に
、
使
用
し
た
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
、
私
的
に

使
用
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
安
全
性
の
Ｐ

Ｒ
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
安
全

性
と
衛
生
面
で
問
題
が
な
い
場
所
を
使
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
安
全
面
に
つ
い
て

は
、
台
風
の
影
響
な
ど
で
水
位
や
流
れ
の

変
化
が
激
し
い
場
所
や
、
水
底
に
ル
ア
ー

が
落
ち
て
い
る
な
ど
安
全
確
保
が
難
し
い

と
こ
ろ
は
避
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

衛
生
面
に
つ
い
て
は
、
ど
う
し
て
も
ト
イ

自然体験が保育理念の基本。そこに子ども達の笑顔が！

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

（写真右）
髙橋	晃雄　Akio	TAKAHASHI
ラ・フェリーチェ保育園　園長

・（元）藤代町議会　教育福祉常任委員長
・（元）藤代町PTA連合会　会長
・（元）つくば市子ども・子育て会議　委員
・NPO法人　つくばハーモニー　理事長
・NPO法人　川に学ぶ体験活動協議会　常任理事

（写真左）
齋藤	隆　Takashi	SAITO
ラ・フェリーチェ保育園　副園長

・NPO法人　川に学ぶ体験活動協議会　事務局長
・NPO法人　つくばハーモニー　理事
・RAC（川に学ぶ体験活動協議会）トレーナー
・NELA（全国体験活動指導者認定委員会）主任講師
・保育士

河川基金だより43号.indd   19 2020/10/20   11:19:34



2020

薬
剤
耐
性
菌
と
ト
ン
ボ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

【
葉
山
】
４
年
前
、
先
輩
が
Ｇ
７
で
薬
剤

耐
性
菌
の
危
険
性
を
知
り
、
そ
こ
か
ら
耐

性
菌
に
つ
い
て
調
べ
始
め
ま
し
た
。
抗
生

物
質
の
効
か
な
い
薬
剤
耐
性
菌
に
つ
い
て

は
世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

自
然
界
で
の
分
布
状
況
や
増
殖
す
る
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
自
然
界
の
薬
剤
耐
性
菌
の
動

向
を
、
ト
ン
ボ
を
通
し
て
調
べ
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
ト
ン
ボ
は
ヤ
ゴ(

幼
虫)

の

時
に
水
中
で
、
成
虫
に
な
っ
た
ら
陸
上
で

過
ご
し
ま
す
。
水
陸
両
方
の
影
響
を
受
け

る
こ
と
が
、
薬
剤
耐
性
菌
の
研
究
に
適
し

て
い
る
と
考
え
た
訳
で
す
。

【
大
宮
】
本
校
で
は
、
綿わ
た

路じ

前
顧
問
の
時

か
ら
10
年
以
上
ト
ン
ボ
の
研
究
を
ト
ン
ネ

ウ
ス
沼
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ど
の
時
期
に

ど
ん
な
種
類
が
い
る
の
か
、
継
続
調
査
し

て
い
ま
す
。
ト
ン
ボ
を
調
べ
な
が
ら
、
毎

年
派
生
し
た
研
究
を
す
る
中
で
薬
剤
耐
性

菌
と
い
う
視
点
が
今
回
出
て
き
ま
し
た
。

ト
ン
ボ
の
生
態
か
ら
薬
剤
耐
性
菌
を
探
る
、

そ
の
解
明
に
お
け
る
北
大
と
の
連
携

【
葉
山
】
私
た
ち
は
、
ト
ン
ボ
の
生
態
観

察
結
果
か
ら
、
薬
剤
耐
性
菌
が
ヤ
ゴ
体
内

で
増
加
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

河川基金助成の現場から

INT ERV I EW

「トンボの生態から薬剤耐性菌を探る、
ジュニア研究者の奮戦」

市立札幌旭丘高等学校　生物部（２年）葉山	結月さん
　　　　　　　　　　　生物部顧問　			大宮	祐男さん

「トンボの生態から薬剤耐性菌を探る、ジュニア研究者の奮戦」

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

トンネウス沼での調査（月に 3回調査を行っています）

ヤゴの腸管内
（GFP菌が集積しているところが緑色に発光しています）

北大での実験
（ヤゴの糞便を取り出しています）

水平伝播による菌数の推移（5～ 6時間後の時点で、ヤゴ
体内で水平伝播が進んでいることがわかります）

河川基金助成事業研究者・研究機関部門において、「自然界の薬剤耐性菌を探せ！Ⅲ　～トンボと河
川を巡る耐性菌～」という高校生にとっては難関な研究課題に果敢に取組んだジュニア研究者たちに
いろいろとお話を伺いました。
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く
、
先
生
方
に
数
十
回
に
渡
っ
て
ご
指
導

を
い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

【
葉
山
】
去
年
入
学
し
た
私
に
と
っ
て
、

今
回
の
研
究
テ
ー
マ
は
難
解
で
し
た
。
ま

だ
生
物
を
習
う
前
で
、
急
に
大
腸
菌
と
か

耐
性
菌
が
何
だ
と
か
難
し
い
ワ
ー
ド
が
飛

び
交
っ
て
混
乱
し
、
何
度
も
先
輩
に
聞
い

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
私
た
ち
が

北
大
に
行
け
る
時
間
は
限
ら
れ
て
い
る
の

で
、
私
た
ち
が
北
大
に
い
な
い
時
間
帯
に

ヤ
ゴ
が
す
ご
く
死
ん
で
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

な
の
で
、
ト
ン
ボ
の
腸
管
内
を
調
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
は
り
相
手

が
自
然
な
の
で
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

ヤ
ゴ
が
死
ん
で
し
ま
っ
て
実
験
が
中
々
う

ま
く
進
ま
な
い
時
に
、
北
大
の
先
生
や
前

顧
問
の
綿
路
先
生
か
ら
助
言
を
い
た
だ
い

て
、
先
輩
と
一
緒
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

て
ど
う
に
か
成
果
に
た
ど
り
着
け
ま
し
た
。

薬
剤
耐
性
菌
が
自
然
界
に
結
構
あ
る
ん
だ

な
、
と
実
感
し
ま
し
た
。
で
も
、
ま
だ
ま

だ
分
か
ら
な
い
事
や
課
題
は
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
実
験
で
は
、
自
然
界
に
お
け
る

薬
剤
耐
性
菌
の
濃
度
に
対
し
て
非
常
に
濃

い
濃
度
の
菌
を
添
加
し
た
水
で
ヤ
ゴ
を
飼

育
し
た
の
で
、
本
当
に
自
然
界
で
も
ヤ
ゴ

体
内
で
薬
剤
耐
性
菌
の
増
殖
が
行
わ
れ
る

の
か
、
ま
だ
解
明
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

【
葉
山
】
今
回
使
用
し
た
薬
剤
耐
性
菌
は

実
験
株
で
、
自
然
界
の
も
の
と
は
異
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ヤ
ゴ
を
薬
剤
耐
性
菌

が
添
加
さ
れ
た
水
で
飼
育
し
、
菌
数
の
変

化
を
調
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
ヤ
ゴ
の
体
内

で
薬
剤
耐
性
菌
が
集
積
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
と
考
え
、
緑
色
蛍
光
タ
ン
パ
ク
質

（
Ｇ
Ｆ
Ｐ
）
遺
伝
子
を
組
み
込
ん
だ
細
菌

（
Ｇ
Ｆ
Ｐ
菌
）
を
添
加
し
て
飼
育
し
、
腸

管
内
や
糞
便
を
蛍
光
顕
微
鏡
で
観
察
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
研
究
の
結
果
、
水
平
伝
播
と
い

う
現
象
に
よ
っ
て
、
短
時
間
の
内
に
ヤ
ゴ

の
体
内
で
薬
剤
耐
性
菌
が
大
幅
に
増
加
す

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｇ
Ｆ

Ｐ
菌
が
ヤ
ゴ
の
胃
に
集
積
す
る
こ
と
、
全

個
体
の
ヤ
ゴ
の
糞
便
に
Ｇ
Ｆ
Ｐ
菌
が
含
ま

れ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
河
川
水
中
に
あ
る
薬

剤
耐
性
菌
は
、
ヤ
ゴ
が
昆
虫
を
食
べ
る
際

な
ど
に
ヤ
ゴ
体
内
に
入
り
、
胃
に
集
積
し

て
増
加
し
た
後
、
腸
管
か
ら
排
出
さ
れ
河

川
に
戻
る
と
い
う
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
ま

し
た
。

【
大
宮
】
今
回
の
研
究
で
は
遺
伝
子
組
換

え
細
菌
を
使
う
の
で
、
高
校
の
設
備
で
は

実
験
観
察
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
北
海
道
大
学
に
協
力
を
お
願

い
し
て
遺
伝
子
組
換
え
が
で
き
る
施
設
を

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
６
月
下
旬
か
ら
８

月
末
に
か
け
て
２
カ
月
以
上
実
験
室
に
通

い
ま
し
た
。
北
海
道
大
学
大
学
院
保
健

科
学
研
究
院
で
は
施
設
の
使
用
だ
け
で
な

ま
す
。河
川
水
に
い
る
自
然
界
の
菌
を
使
っ

た
ら
も
っ
と
明
確
に
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
実
験
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
来
年
は
試
み
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
大
の
方
々
に
は
大
変
感
謝
し

て
い
ま
す
。
初
め
て
研
究
室
に
行
っ
た
日

は
、
中
学
校
で
は
考
え
ら
れ
な
い
レ
ベ
ル

の
知
ら
な
い
器
具
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
「
こ

れ
な
ん
で
す
か
？
」
っ
て
何
度
も
聞
き
ま

し
た
。
北
大
の
実
験
室
や
設
備
は
す
ご
い

な
っ
て
感
動
し
ま
し
た
。　

こ
の
研
究
に
参
加
し
て
得
た
も
の
、

今
後
の
展
望

【
葉
山
】
子
ど
も
の
時
は
読
書
が
好
き
で
、

将
来
は
文
系
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

中
学
校
の
頃
は
帰
宅
部
で
し
た
が
、
思
い

直
し
て
高
校
に
入
っ
た
ら
急
が
し
い
部
活

に
入
ろ
う
と
思
っ
て
生
物
部
に
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
究
で
は
、
中
学
時
代
に
は
考
え

ら
れ
な
い
く
ら
い
、
色
々
な
体
験
を
し
ま

し
た
。
そ
も
そ
も
川
や
沼
の
中
に
入
る
と

い
う
こ
と
す
ら
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
は
と
て
も
楽
し
く
ト
ン
ボ
や
ヤ

ゴ
の
採
取
や
観
察
を
し
て
い
ま
す
。

【
大
宮
】
生
物
部
に
は
、
ト
ン
ボ
に
興
味

の
あ
る
生
徒
が
多
く
い
ま
す
。
水
が
な
け

れ
ば
ト
ン
ボ
は
産
卵
で
き
な
い
し
、
ヤ
ゴ

も
育
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
沼
で
調
査
を
行

「トンボの生態から薬剤耐性菌を探る、ジュニア研究者の奮戦」

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

市立札幌旭丘高等学校生物部　葉山結月さん達の取組み

生物部では長年トンネウス沼において、どの時期にどんなト
ンボが何個体いるかモニタリング調査をしています。これを
ベースに様々な研究に取組んでいます。最近では、トンボと
地球温暖化の関係を調べるため、ナツアカネとアキアカネに
着目した研究を行っています。週末のトンボ採集調査に加え
て、ラボでの実験も平行して進めています。研究活動以外で
も、ミジンコ、プラナリア、アオダイショウ、カエルなど様々
な生き物を飼育しています。

トンネウス沼のナツアカネ雄 セスジイトトンボ雄
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す
。
何
と
か
糸
口
が
つ
か
め
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
ミ
ジ
ン
コ
や
プ
ラ
ナ
リ
ア
を

研
究
し
て
い
る
生
徒
も
い
ま
す
。

主
体
的
な
学
習
環
境
と
そ
の
学
び
を

重
ん
じ
る
校
風

【
大
宮
】
ト
ン
ボ
の
研
究
を
長
年
行
っ
て
い

ま
す
が
、
基
本
的
に
は
「
生
徒
の
好
き
な

生
物
と
テ
ー
マ
」
を
最
大
限
尊
重
し
、
自

由
に
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
身

で
研
究
計
画
を
立
て
て
実
行
す
る
「
自
主

性
」
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
に
は
、
身
近
な
物
事
に
対
し

て
各
々
が
日
頃
抱
い
て
い
る
「
な
ぜ
？
」

に
対
し
て
、
物
怖
じ
せ
ず
に
高
校
生
ら
し

い
自
由
な
発
想
で
立
ち
向
か
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

旭
丘
は
前
任
の
綿
路
先
生
の
指
導
も
あ

り
ま
す
が
、「
生
徒
が
や
り
た
い
も
の
を

や
ら
せ
た
い
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
来
て

い
る
の
で
、
そ
れ
は
維
持
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

【
葉
山
】
自
由
に
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
と
感

じ
ま
す
。
ま
た
、
札
幌
旭
丘
高
校
は
単
位

制
で
比
較
的
自
由
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
一
つ
が
「Sunrise Tim

e

（
サ

ン
ラ
イ
ズ
タ
イ
ム)

」
で
、
個
々
に
興
味
の

あ
る
も
の
を
探
究
し
て
、
論
文
に
ま
と
め

る
と
い
う
授
業
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
自

う
際
に
、
水
の
汚
れ
や
岸
の
ゴ
ミ
な
ど
周

辺
環
境
を
見
る
場
面
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

真
摯
に
ト
ン
ボ
の
生
態
を
見
よ
う
と
す

る
と
、
自
然
環
境
も
セ
ッ
ト
で
意
識
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
が
大
い
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

【
葉
山
】
今
回
の
研
究
成
果
は
、
昨
年
の
全

道
高
等
学
校
理
科
研
究
発
表
会
の
研
究
発

表
部
門
で
最
高
賞
で
あ
る
総
合
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
は
本
当
に
頑
張
っ
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
全
国
大
会

で
は
、
全
国
の
高
校
生
の
研
究
を
聴
く
こ

と
が
で
き
、
自
分
の
世
界
が
広
が
る
素
晴

ら
し
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
生
物
部
で

理
科
に
魅
力
を
感
じ
て
、
現
在
で
は
将
来

は
理
系
に
進
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
大
宮
】
生
物
部
で
は
10
年
以
上
ず
っ
と

ト
ン
ボ
の
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の

デ
ー
タ
の
蓄
積
か
ら
、
今
ま
で
少
な
か
っ

た
ト
ン
ボ
が
年
々
増
え
て
き
て
い
る
、
と

い
っ
た
変
化
に
気
づ
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら

河
川
や
水
と
の
関
係
な
ど
、
生
徒
が
テ
ー

マ
を
見
つ
け
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
今
年

入
学
し
た
生
徒
も
研
究
の
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
が
、
先
輩
方
を
見
て
研
究
に
魅
力

を
感
じ
る
生
徒
が
出
て
く
る
、
そ
の
こ
と

を
大
事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
地
球
温
暖
化
と
ト
ン
ボ
の
生

態
に
何
か
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、

ナ
ツ
ア
カ
ネ
と
ア
キ
ア
カ
ネ
を
使
っ
て
研

究
に
取
組
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま

「トンボの生態から薬剤耐性菌を探る、ジュニア研究者の奮戦」

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場から

由
や
自
主
性
を
尊
重
す
る
校
風
が
良
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
高
校
は
山
の
上

に
あ
り
眺
め
も
良
く
、
裏
に
は
川
が
流
れ

て
、
ア
カ
ネ
な
ど
の
ト
ン
ボ
が
飛
ん
で
い

た
り
、
狐
も
見
か
け
た
り
し
ま
す
。
他
の

高
校
よ
り
自
然
が
多
く
、
環
境
に
も
恵
ま

れ
て
い
て
学
び
に
適
し
た
学
校
で
す
。

【
大
宮
】「Sunrise Tim

e

」
は
総
合
学
習

の
時
間
で
、
全
生
徒
が
個
々
に
テ
ー
マ
を

選
ん
で
研
究
し
て
、
最
後
に
論
文
作
成
・

発
表
を
行
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
含
め
て
、
学
校
と
し

て
主
体
的
な
学
び
を
重
ん
じ
て
い
て
、
生

徒
の
自
主
性
を
育
む
と
い
う
気
風
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
札
幌
旭
丘
高
校
生
物
部
は
、

【受賞歴】
〔H29年度〕　
全道高等学校理科研究発表大会　研究発表・生物部門　総合賞
日本学生科学賞北海道審査　読売新聞社賞

〔H30年度〕　
全道高等学校理科研究発表大会　研究発表・生物部門　総合賞
ポスター発表部門　優秀ポスター賞
日本学生科学賞北海道審査　北海道教育委員会教育長賞
高校生バイオサミット in鶴岡　審査員特別賞
全国ユース環境活動発表大会全国大会　優秀賞

〔R	1年度〕　
全国高等学校総合文化祭　自然科学部門・研究発表生物部門　
出場
コカ・コーラ環境教育賞　次世代支援部門　優秀賞
全道高等学校理科研究発表大会　研究発表・生物部門　総合賞
ポスター発表部門　優秀ポスター賞

毎
年
全
道
大
会
を
始
め
様
々
な
発
表
会

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
説
明
資
料

に
す
る
か
、
ど
の
よ
う
に
プ
レ
ゼ
ン
す
れ

ば
相
手
に
伝
わ
る
か
、
顧
問
の
助
言
を
も

と
に
議
論
し
練
り
上
げ
て
挑
み
ま
す
。
発

表
会
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
生
徒
た
ち
は

貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
経
験
が
、
生
徒
た
ち
を
大
き
く
成

長
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
今
後
と
も
こ
の
取

り
組
み
を
支
え
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
河
川
財
団
の
助
成
制
度
や

表
彰
制
度
は
、
生
徒
た
ち
の
好
奇
心
や
探

究
心
を
育
む
制
度
で
、
大
変
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
是
非
継
続
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（写真左）
葉山	結月 Yuzuki	HAYAMA
市立札幌旭丘高等学校・
生物部（2年）

（写真右）	
大宮	祐男　Masao	OMIYA
市立札幌旭丘高等学校・
生物部顧問（教諭）
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「トンボの生態から薬剤耐性菌を探る、ジュニア研究者の奮戦」

I N T E R V I EW
河川基金助成の現場からご寄付の御礼

　令和元年 4 月 1 日から令和 2 年 3 月 31 日まで

の一年間に、「一般財団法人　宮崎大淀川スポーツ

センター」や「釧路リバープロテクション 21 の会」、

「前田建設工業株式会社様」をはじめとする、団体

や個人の皆様から 2,243,433 円のご寄付をいた

だきました。寄付者の皆様に心より御礼申し上げ

ます。

　ご厚志につきましては、河川基金として管理し、

その運用益を河川の治水・利水・環境に関する調査、

川づくり団体の活動や学校での河川教育を支援す

る助成事業のために有効に使わせていただく所存

でございます。

寄付金の
税法上の優遇措置について

当財団は、内閣総理大臣より「公益財団法人 」としての認定を受けて
おります（認定日は平成 25 年 3 月 21 日、法人登記日は同年 4 月 1 日）
ので、当財団への寄付金には上記の河川基金への寄付金及び一般寄付
金のいずれについても特定公益増進法人としての税法上の優遇措置が
適用され、所得税（個人）・法人税（法人）の所得控除等が受けられます。

詳細は河川財団 HP をご覧下さい。
公益財団法人　河川財団

　　理事長　　関　克	己

数字で見る「河川基金」

約11,120件助成件数
（昭和 63 年度～ 2019 年度）

約122億円助成総額
（昭和 63 年度～ 2019 年度）

河川財団 検索

河川財団は、我が国の助成財団の
中で、助成等事業費で上位 100 財
団の 79 位（2018 年度）にランキ
ングされています。

「日本の助成財団の現状」より
助成財団センター調べ
（有効回答数：1,832 団体）

助成等事業費

79位

寄付者の皆様へ

河川基金ウェブサイトでは、助成事業に関するイベント等の「活動告知ページ」及び「活
動報告ページ」を設けております。助成を受けられている方はぜひご活用下さい。

河川基金ウェブサイトを
ご活用ください。

www.kasen.or. jp/kikin/ 【活用例】
・イベント等の活動告知
・イベント等のレポート
・研究等の受賞報告
　等

　

河
川
財
団
で
は
、
昭
和

六
十
三
年
に
河
川
基
金
（
旧
名

称
：
河
川
整
備
基
金
）
が
創
設

さ
れ
て
か
ら
約
三
十
年
に
わ
た
り

助
成
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

河
川
基
金
は
皆
様
か
ら
い
た

だ
い
た
ご
寄
付
の
運
用
益
で
ご

支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
こ
の
長
年
の
支
援
は
全

体
で
約
一
万
千
百
二
〇
件
、
総

額
約
百
二
十
二
億
円
に
も
の
ぼ

り
ま
す
。

　

河
川
基
金
で
は
、
河
川
環
境

や
水
環
境
に
関
す
る
研
究
、
河

川
工
学
や
防
災
に
関
す
る
研
究
、

災
害
と
歴
史
や
地
域
社
会
に
関

す
る
文
理
融
合
的
研
究
等
に
支

援
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

ま
た
、
直
接
川
の
活
動
を
行
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
団
体
の
皆
様
、

河
川
・
水
教
育
を
柱
と
す
る
学

校
教
育
に
も
助
成
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

昨
今
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
と
い

う
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
今
後
も
引
き
続

き
、
助
成
者
を
は
じ
め
幅
広
く

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
使
い
や
す

い
「
河
川
基
金
」
へ
、
弛
ま
ぬ
改

善
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
応
募
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

河川基金だより43号.indd   23 2020/10/20   11:19:36



編
集
発
行
：
公
益
財
団
法
人
　
河
川
財
団
　
基
金
事
業
部

本
誌
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
http://w

w
w
.kasen.or.jp

43
2020

October
Vol.

河川財団は、河川に関する調査・研究及び環境整備並びに
河川への理解を深めるための活動に対する助成並びにその
実施を行うことにより、	国土の利用、整備又は保全及び国
民の心身の健全な発達を促進し、公共の福祉を増進します。

令
和
2
年
10
月
発
行

Our	Life, 	
with	River

本部
〒103-0001東京都中央区日本橋小伝馬町11-9住友生命日本橋小伝馬町ビル（2F）
http://www.kasen.or.jp	 E-mail:info@kasen.or.jp

名古屋事務所
〒 463-0068 名古屋市守山区瀬古 3丁目 710 番地
TEL052-388-7891	 FAX052-388-7918
E-mail:info-n@nagoya.kasen.or.jp

近畿事務所
〒 540-6591 大阪市中央区大手前 1-7-31（OMM13F）
TEL06-6942-2310	 FAX06-6942-2118
E-mail:info-o@osaka.kasen.or.jp

本部
総務部	 	 TEL:03-5847-8301	 FAX:03-5847-8308
経営企画部		 TEL:03-5847-8302	 FAX:03-5847-8308

基金事業部		 TEL:03-5847-8303	 FAX:03-5847-8309
子どもの水辺サポートセンター
	 	 TEL:03-5847-8307	 FAX:03-5847-8314
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河川財団が「紺綬褒章」公益団体として、内閣府より認定
　河川財団は、内閣府（賞勲局）より「紺綬褒章」
の公益団体認定（褒章条例ニ関スル内規 第２条）
を受けました（平成 29 年 6 月 28 日付）。褒章の
一つである「紺綬褒章」は、公益のため私財を寄
付した方々（個人では 500 万円以上、法人では
1,000 万円以上）を対象としています。
　平成 29 年 6 月 28 日以降、河川財団へのご寄付

（河川基金への寄付または一般寄付）をいただ
いた方で上記条件を満たす場合には「紺綬褒章」
の授与申請を致します。

紺綬褒章とは（内閣府HPより）

			公益のために私財を寄附した者を対象とする紺綬褒章は、表彰されるべ
き事績の生じた都度、各府省等の推薦に基づき審査をし、授与を行ってい
ます。
			国、地方公共団体又は公益団体（公益を目的とし、法人格を有し、公益
の増進に著しく寄与する事業を行う団体であって、当該団体に関係の深い
府省等の申請に基づき賞勲局が認定した団体）に対する寄附が授与の対象
となります。

			※地方公共団体等への寄附について、寄附者が当該寄附に対する返礼品
（記念品の類を除く）を受領した場合は、紺綬褒章の対象となりません。
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